
         2014.1.11 

 

国立病院機構 別府医療センター 

 

小児科 2013 年 年報 

 

 

 
1 

 



別府医療センター 小児科 

1. 2013 年 小児科入院統計 

1) 入院数と転帰 

2) 月別の入院数 

3) 時間帯別の入院数 

4) 年齢別の入院数 

5) 入院数の年次推移 

6) 入院患者の疾病区分 

7) 救急車の受入数 

8) 人工呼吸管理症例 

9) 手術症例 

10) 死亡症例 

2. 2013 年 小児科外来統計 

 1) 外来患者数 

 2) 外来患者数の年次推移 

 3) 紹介患者数と紹介元医療施設 

3. 研究業績 

4. 総評 

2 
 



1. 2013 年 小児科入院統計 

1) 入院数と転帰 

  入院     死亡   

入院総数 675 
  

4 （0.6%） 

小児科 538 (80%)   3 （0.6%） 

NICU 137 (20%)   1 （0.7%） 

生存退院 671   死亡退院 4 (剖検数 0) 

 2) 月別の入院数 

 

 ※NICU 入院患者は除く。 

 3) 時間帯別の入院数 

 

※NICU 入院患者は除く。 
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4)年齢別の入院数 

 

※NICU 入院患者は除く。 

 

 5) 入院数の年次推移 

  2012 年 2013 年 

小児入院患者数 475 538 

NICU 入院患者数 154 137 

小児科入院総数 629 675 
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 6) 入院患者の疾病区分 

 

※ NICU 入院患者は除く。 

※ 化膿性髄膜炎：1 例は GBS、1 例は肺炎球菌による。 

※ 川崎病は全例がアスピリン内服＋ガンマグロブリン静注で冠動脈病変を残さず軽快した。 
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 7) 救急車の受入数 

 月別受入数 

  1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計 

入院管理 2 4 5 9 4 7 3 5 0 3 5 4 51 

外来管理 10 12 11 10 19 14 13 21 9 16 12 20 167 

計 12 16 16 19 23 21 16 26 9 19 17 24 218 

 

 受入数の年次推移 

 

 

 8) 人工呼吸管理症例 

年齢 診断名 

0 歳 Goldenhar 症候群 多臓器不全 

0 歳 百日咳 急性呼吸不全 

3 歳 急性喉頭蓋炎 急性呼吸不全 

6 歳 溺水 多臓器不全 

 

 9) 手術症例 

診断 術式 例数 手術担当科 

急性虫垂炎 虫垂切除術 8 消化器外科 

多発外傷 創傷処理・異物摘出術 1 形成外科 

精巣捻転 精巣固定術 1 泌尿器科 

無気肺 気管支鏡下異物除去術 1 呼吸器内科 

腸重積 空気整復術 9 小児科 
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 10) 死亡症例 

年齢 診断 

0 歳 Goldenhar 症候群 多臓器不全 

1 歳 心肺停止 不詳の病死 

6 歳 溺水 多臓器不全 

 

 

 

2. 2013 年 小児科外来統計 

 1) 外来患者数 

  1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計 

新規外来患者数 50 60 71 64 86 63 95 100 51 63 52 52 807 

外来患者総数 392 397 486 373 441 404 456 482 378 418 448 505 5180 

 

 2) 外来患者数の年次推移 
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 3) 紹介患者数と紹介元医療施設 

 

※新生児搬送は除いた小児科紹介患者数。 
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3. 研究業績 

 

 学会発表・講演（医師） 

演題名 発表者 学会名 日付 場所 

皮下膿瘍切開排膿後に瘻孔を形成し 中本貴人、後藤真希子、牧村美佳 第 89 回日本小児科学会 
2013.3.17 大分 

皮膚硬結が遷延した猫ひっかき病の一例 古賀寛史、加藤愛子、後藤瑞生 大分地方会 

硫化水素中毒の 1 ヶ月女児例の経験 
中本貴人、後藤真希子 第 27 回日本小児救急 

2013.6.15 沖縄 
牧村美佳、古賀寛史 医学会学術集会 

当院における乳児期早期の Respiratory 松岡若利、田中裕子 第 90 回日本小児科学会 
2013.7.28 大分 

Syncytial virus 感染入院症例の検討 後藤真希子、古賀寛史 大分地方会 

 

 

論文・著書等（医師） 

題名 筆者 誌名 年 巻（号） ページ 

学童・思春期 経口免疫療法 
後藤真希子 

症例を通して学ぶ 
南山堂 第 1 版 75-78 

牛乳 年代別食物アレルギーのすべて 
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4. 総評 

 1) 2013 年の特徴 

 【雑感】今年も 1 年間、大過なく診療を行う事ができました。関連する産科・小児医療機関お

よび院内のスタッフの皆様のご支援のおかげと深く感謝いたします。松本小児科医院を中心に多

くの医療施設からご紹介をいただきました。小児科全体で年間 700 例弱の入院、年間通しての

NICU 当直、小児救急に 4 名の常勤医で対応しております。入院時間帯が日勤帯中心であること

からも、紹介元の先生方および地域の患者様に厚くご配慮いただいている結果と受け止め、あり

がたく存じます。 

 【臨床面】入院患者数は全体で微増傾向、外来患者数はほぼ横ばいです。2013 年は化膿性髄

膜炎を 2 例、経験しました。そのうち 1 例は 7 価肺炎球菌ワクチンがカバーしていない莢膜型の

肺炎球菌が起炎菌でした。13 価ワクチンに変更となり、さらに予防範囲が拡がることを期待し

ます。ロタウイルス感染症も依然として多く、ワクチン接種の普及が望まれます。 

 【研究面】国立病院機構の共同研究として、感染性胃腸炎、および胃腸炎関連けいれんに関す

る研究に参加しています。 

 【教育面】九大小児科の関連施設として機能しております。小児、新生児領域を通して一般的

知識と技量を習得する施設として良い環境と考えます。上述のように新生児医療まで幅広く多様

な疾患群の診療にあたることができます。また、臨床、研究両面での指導を心がけております。 

 2) 2014 年の目標 

 来年度以降の医師増員が可能となるよう、関係機関のご理解を賜りたいと存じます。同時に、

さらに魅力的な医療施設となるよう努めていきたいと存じます。可能な範囲で良質な医療の提供

を心がけます。近隣の小児・産科施設のスタッフの方々には日頃よりご支援、ご配慮いただき感

謝しております。今後ともご指導のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

国立病院機構 別府医療センター 小児科  古賀寛史 

E-mail:  sakuraliberty@beppu2.hosp.go.jp 
 

外来受診、入院のご依頼等は 

(平日、日勤帯) TEL 0977-67-1111 → 小児科外来 

(夜間休日) TEL 0977-67-1111（代表経由で NICU 当直医）まで よろしくお願い致します。 
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